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環境から刺激を受けて発達する赤ちゃん
の脳（video clipから）  

 

この赤ちゃんにとって世界は
どんなところ？ 

Video clip: 
https://youtu.be/RP4abiHdQpc 



人間の脳の発達の特徴 
１） 乳幼児期に最も大きく発達 

  

• 脳の90％は３歳まで
に発達 

 

• 発達しきるのは20歳
を過ぎてから 

 

大脳新皮質： 
言語・思考 

大脳辺縁系：
感情 

間脳・中脳： 
五感 

脳幹：呼吸・ 
体温調節 



人間の脳の発達の特徴 
２） 使用依存性の発達 

入ってくる刺激に合わせて
脳構造や機能が発達する
（脳の可塑性） 

• 体験・環境の影響を大き
く受ける 

• 毎日の生活の中で探
索・五感から情報を吸収  

→大脳の中の神経線維が
発達していく 

 



人間の脳の発達の特徴 
３）臨界期（感受期）が存在する 

 
• 五感（視覚、聴覚、臭覚、味覚、触覚）を通し
てのバランスのいい刺激が大切 ＝ 遊び 

• 発達の段階に合わせること 

• 乳幼児にとって「ふれあい」も「遊び」 



人間の脳の発達の特徴 
４）愛着関係に大きく影響を受ける 

 
• 主な養育者との相互の
やりとり＝脳を形成する
もっとも初期の根本的な
経験 

• この経験を通して信頼す
る力や共感力が生まれ
る 

 
→ 将来的な他者や社会との関わりに影響 
 



発達になくてはならない重要な経験をはく奪さ
れるという事実こそが、児童虐待（child 
maltreatment）の影響の中で最も破壊的であ

りながら、最も見落とされてる側面であるかも
しれない 
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